
記者発表 

平成２２年３月２９日  

生活環境部原子力安全対策課  

 

原子力機構サイクル工学研究所 地層処分放射化学研究施設 

における火災(焦げ跡の発見)について 

 

１ 発見（確認）日時 

  平成２２年３月２９日（月） １１時４６分頃  

 

２ 発見場所 

  独立行政法人日本原子力研究開発機構東海研究開発センター 

  核燃料サイクル工学研究所 地層処分放射化学研究施設 試験室(３) 

 

３ 状 況 

 （１） 本日１１時２６分頃，原子力機構職員がＩＣＰ－ＭＳ(誘導結合プラズ

マ質量分析装置)の日常点検をしていたところ，電源部の一部に焦げ跡

(１０ｃｍ×２０ｃｍ程度)を発見した。 

原子力機構は，１１時４７分頃，東海消防へ通報。 

１２時２４分頃，東海消防により火災と認定された。 

原子力事業所敷地内における火災は，原子力安全協定に基づく事故・

故障等に該当するため，情報提供します。 

 

 （２） 放射性物質の漏えい； なし 

 （３） 環 境 へ の 影 響 ； なし 

 （４） 人の汚染・被ばく ； なし 

 

【添付資料】 

図１ 施設位置図 

図２ 地層処分放射化学研究施設 １階平面図 

図３ 焦げ跡の状況 

 

 







図３ 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

写真１ ＩＣＰ－ＭＳ外観 写真２ ＩＣＰ－ＭＳ電源部(１) 

写真２ ＩＣＰ－ＭＳ電源部(２) 

焦げ跡の状況 
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